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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
心
。（
稲
盛
和
夫
）

▽
私
は
真
実
が
知
り
た
い
（
赤
木

雅
子
著
／
相
澤
冬
樹
著
）
▽
医
者

と
病
院
を
う
ま
く
使
い
倒
す
34
の

心
得
（
山
本
健
人
）
▽
包
み
蒸
し

８
分
ほ
っ
た
ら
か
し
の
や
せ
ご
は

ん（
川
崎
利
栄
）▽
首
里
の
馬（
高

山
羽
根
子
）
▽
少
年
と
犬
（
馳
星

周
）
▽
洛
中
洛
外
を
ゆ
く
（
葉
室

麟
）

＜

児
童
書＞
▽
サ
ー
カ
ス
が
燃

え
た
（
佐
々
木
譲
）
▽
キ
キ
に
出

会
っ
た
人
び
と　
魔
女
の
宅
急
便

特
別
編
（
角
野
栄
子
著
／
佐
竹
美

保
絵
）
▽
さ
く
ら
の
谷
（
富
安
陽

子
著
／
松
成
真
理
子
絵
）
▽
レ
ッ

ド　
あ
か
く
て
あ
お
い
ク
レ
ヨ
ン

の
は
な
し
（
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
ー
ル

著
／
上
田
勢
子
訳
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
オ
フ
マ
イ
ク
（
今

野
敏
）
▽
希
望
の
峰　
マ
カ
ル
ー

西
壁
（
笹
本
稜
平
）
▽
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
の
試
練
（
中
山
七
里
）
▽
図

書
館
の
子
（
佐
々
木
譲
）
▽
さ
よ

な
ら
願
い
ご
と
（
大
崎
梢
）

＜

児
童
書＞

▽
月
で
た
ん
じ
ょ
う

パ
ー
テ
ィ
ー
を
ひ
ら
い
た
ら
（
ジ

ョ
イ
ス
・
ラ
パ
ン
）
▽
海
の
か
く

れ
ん
ぼ
（
小
宮
輝
之
）
▽
海
べ
の

か
く
れ
ん
ぼ
（
小
宮
輝
之
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜
一
　
般＞

▽
く
ら
げ
ホ
テ
ル

（
尾
崎
英
子
）▽
光
の
犬（
松
家
仁

之
）
▽
つ
け
び
の
村　
噂
が
５
人

を
殺
し
た
の
か
？
（
高
橋
ユ
キ
）

▽
九
月
の
恋
と
出
会
う
ま
で
（
松

尾
由
美
）
▽
ラ
ス
ト
レ
タ
ー
（
岩

井
俊
二
）

＜

児
童
書＞

▽
ね
え
さ
ん
と
い
も

う
と
（
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ゾ
ロ
ト

ウ
著
／
酒
井
駒
子
絵
）
▽
た
ぬ
き

の
ひ
み
つ
（
加
藤
休
ミ
）

子どもたちが目を輝かせて聞く偉人の話
平光雄

教師歴 32 年の著者が道徳指導の
一環として行ってきた偉人伝の中で
も、特に子どもたちの心に響き、 成
長の糧となると確信する 14 人の偉
人の生き方を紹介したものとなって
います。人間教育として役立ててい
くための深い知恵の溢れる一冊と
なっています。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　10 月のおはなし会
■日　時　① 11 月 13 日（金）14 時～ 15 時②
10 月 12 日（月）、26 日（月）10 時～ 11 時 30 分、
10 月 15 日（木）14 時～ 15 時 30 分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母と子の
館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。人数制限
を行うこともありますのでご了承ください。

今月の
リポーター
西山雄治さん

　
　
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
寒
さ

　
　
か
ら
室
内
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
私
は
寒
さ
な
ど
気

に
せ
ず
、
現
在
も
継
続
し
て
洞

爺
湖
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
と
外
岩
を
登
る
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
は「
義
経
岩
」
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
回
紹
介
す
る

の
は
豊
浦
町
の
大
岸
の
海
岸
に

あ
る
岩
。
海
岸
に
あ
る
た
め
義

経
岩
と
は
異
な
り
、
木
々
に
囲

ま
れ
て
い
な
い
の
で
常
に
日
光

に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

夏
は
非
常
に
暑
い
の
で
対
策
が

必
要
で
す
が
、
こ
の
時
期
は
だ

い
ぶ
快
適
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
所
の
特
徴
は
、
岩
が

２
か
所
並
ん
で
い
て
、
一
方
は

垂
直
で
は
な
く
、
や
や
角
度
が

寝
て
い
る
の
で
ビ
ギ
ナ
ー
向
け

で
す
が
、
高
さ
は
あ
る
の
で
覚

悟
が
必
要
。
岩
の
質
は
ザ
ラ
ザ

ラ
し
て
い
て
突
起
が
多
い
の
で

登
り
進
み
や
す
い
ル
ー
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
方
は
、

も
っ
と
大
き
く
高
い
岩
。
こ
ち

ら
は
垂
直
で
、
ザ
ラ
ザ
ラ
感
は

無
く
突
起
も
多
い
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
コ
ー
ス
を
見
極
め
一

挙
手
一
投
足
の
高
い
集
中
力
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
日
々
、
反
復
的
に
岩
を
登
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
で

き
な
か
っ
た
岩
の
掴
み
方
、
股

関
節
の
使
い
方
が
自
然
と
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ク
リ
ア
で
き

な
か
っ
た
個
所
が
攻
略
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
自
分
自

身
の
成
長
を
体
で
感
じ
ら
れ
る

清
々
し
い
瞬
間
で
あ
り
、
何
に

も
代
え
が
た
い
喜
び
で
す
。
あ

と
１
か
月
も
す
れ
ば
雪
が
降
り

始
め
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
貴
重

な
時
間
を
可
能
な
限
り
使
い
、

鍛
錬
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

秋

今月の
１冊
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